
令和２年度第３回東大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略有識者懇談会 

議事要旨 

 

【開催概要】  

１．開催日時  令和 3年 2月 15 日（月） 

２．場所    書面開催 

３．出席者 

有識者    布施公共職業安定所 稲葉所長 

       株式会社ジェイコムウエスト東大阪局 大林局長 

日本政策金融公庫東大阪支店 芝田支店長 

株式会社 商工組合中央金庫 東大阪支店 隅田支店長 

近畿大学 経営学部 高橋教授 

東大阪労働団体連絡協議会 田中代表委員 

東大阪市教育委員会 堤教育委員 

株式会社ジュピターテレコム J:COM プロダクション関西 長尾センター長 

東大阪商工会議所 阪上専務理事 

東大阪大学 吉岡学長代理 

事務局    松本企画財政部長、竹本企画室長、飯田課長、谷総括主幹、平田係員 

 

【次第】 

１ 第 2 期東大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略 （素案）の案 について 

 

【資料】 

・第 2 期東大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案） 

・第 2 期東大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略説明 

  



 

【有識者より意見】 

 

・質問です。資料の中で、「婚活イベントや妊産婦健診の公費負担の拡充など行 いました。

婚活イベントでは累計 100 組のカップルが成立するなど若者の結婚 に対する機運醸成

や本市の魅力を向上させる取り組みとなりました」。とのことですが、１００組のうち、

市内で在住されている方はどれぐらいでしょうか？ 

 

・前回の会議で意見が出ていましたが、市内で古くから操業する企業が、工場増築、建て替

えを計画したところ、用途地域等の問題により、増築できず市外への移転を余儀なくされ

たとの話をよく聞きます。人口流出を考える上で、こういった既存企業の事業拡大を阻害

する問題についても、戦略を練っていく必要があると思います。また、市外からの企業誘

致にも取り組んでおられると思いますが、市内にはまとまった事業用地がないのが現状

であります。こういった問題は都市計画から見直していくことが必要だと思います。 

 

・人々が安心・安全に暮らせることがまずは第一と考えます。東大阪市として南海トラフに

対する備えや集中豪雨（線状降水帯）も踏まえた防災・減災（ハザードマップ・訓練）を

PR する事も一考ではないでしょうか？ 

 

・市外からの来訪者目線では、駅や公共施設、道路等の清潔感（ゴミや吸殻が散乱していな

い）で、住み易いか否かを判断されると思うので、清掃ボランティアを各企業や大学とタ

イアップして実施することも PR 効果に繋がると思う。 

 

・東大阪といえばモノづくりの町と誰もが答えるには、定期的にモノづくりフェスタやフェ

アと云ったイベントをこれまた企業や大学とタイアップして開催することで、東大阪で

働く人・学ぶ人が増加することに繋がるのではないでしょうか？ 

 

以上 


